
　世界には二種類の人間がいます。「100 年後の世界はどうなっ

ているのかな」などの、なんの役にも立たないけれど、ただ心

が豊かになる。そんな事を考えることが大好きな人々と、そう

でない人々です。もしあなたが前者なら、まさに未来だと感じ

られるこの本はぴったりでしょう。そして、後者であればこの

本は是非おすすめです。何故ならこの本の内容は遠い未来では

なく、既に私たちの目と鼻の先に迫ったものであるからです。

　インターネットにより社会が変化する、といってもそれはど

のように変化するのでしょうか。まだ全く理解できていないと

思います。今までの中央集権的な構造から脱却し、インターネットの在り方を

再構築することをブロックチェーン技術によって目指す。そんなインターネッ

トの新時代が Web3.0 です。まだ全く理解できていないと思います。只今よりそ

れの一例をご紹介します。Twitter でつぶやくことをイメージしてください。

今までは情報を発信する時、Twitter というサービスを利用する必要がありま

した。しかし、Web3 ではその点が改善され、より強固な匿名性によりユーザー

同士だけでの情報のやり取りができるようになりました。これにより、個人情

報が守られ、かつアカウントの作成が必要ないため言論の自由が守られた

Twitter が生まれます。これが実現すれば、より多くの個人が声を上げやすい

社会となるでしょう。

　これからの時代は目まぐるしく変化していくでしょう。生き物全てに求めら

れる最上のスキルは適応力です。未来の予言はできなくとも、知識からある程

度の予測は可能。インターネットを知り、社会の勝者になれ。乗るしかないぜ、

この Big Wave。（下山田）

　吐息が白くなる朝が増え、日も益々短くなってきました。朝

起きてもまだ外が暗いのを見ると、何とも形容し難い寂寥感を

覚えるものです。学校が終わって帰る時間帯にも、すでに薄暗

くなっていて日の短さを実感します。

　これから冬休みに入りますが、クリスマスやお正月でうつつ

を抜かさず､体調管理に気をつけて実力テストやベネッセ学力テスト､そして

全統模試に備えましょう｡そして、おそらく 3 年生の皆さんが年年歳歳を読

むのはこれが最後になると思います。図書局員一同、応援しています。（井口）

高文連第４４回全道高等学校図書研究大会 (十勝大会）
　９月末、帯広市民文化ホールに同じ志を持

つ仲間が集い、図書研究大会が行われました。

分科会では新聞や雑誌、絵本といった多岐に

わたるテーマごとに別れ、講義やワークショッ

プ（参加者が主体的に行うもの）が行われま

した。新聞カテゴリーでは、文章を書くとき

に相手にどのようなことを伝えたいかを明確

にすることの大切さを学びました。講師の方

がテーマを深くまで掘り下げてくださり、レ

ベルの高い分科会だったのでとても面白かっ

たです。また、図書館報のコンクールでは、

本校で発行している「年年歳歳」や「らいぶらりぃ」などが高評価をいただき、

最優秀賞を受賞することができました。

第９回全国高等学校ビブリオバトル北海道大会
　ビブリオバトルは、参加者それぞれがおすすめの本を持ち合い、書評する

大会です。どの参加者も本に対する思いを熱く語り、聴衆からも多くの質問

が投げかけられ、白熱したディスカッションでした。本校からは２名が参加

し、図書局長の浅野が見事優勝しました。来年の１月末に開催される全国大

会に出場する予定です。

高文連石狩支部図書局（委員会）研究大会
午前 パネルディスカッション
　居心地の良い学校図書館づくりをテーマに、実際に札幌の高校の図書館を

例に挙げて議論しました。図書館に関する課題の解決に向けて、参加者が意

見を出し合って交流を深めました。具体的には、「多くの人に図書館を利用

してもらうためにはどうしたらよいか」や「図書館についての情報を全校に

効果的に発信するためにはどうしたらよいか」など、実際に各校が抱えてい

る問題に対して議論しました。今回のディスカッションで学んだことを月寒

高校の図書館にも反映させていきたいと思います。

午後 ワークショップ
　図書館報の作り方について講師の方から教わりました。どのようにすれば

目を引くレイアウトになるのか、館報を読む人にどんなことを伝える紙面な

のかなど、レイアウトの構成を行う上での心得を学ぶことができました。ま

た、質が良いレイアウトは、すでに世の中に出回っていますが、それらを模

倣しすぎるのではなく独自性を見出していくのも大切だということに気付か

されました。

　全体を通して、これからの活動に直接的に繋がることを学ぶことができた

と思います。他の高校の図書局員の方と交流することでお互いを高め合うこ

との刺激にもなり、改めて月高図書局の現状について考え直すきっかけにな

りました。（井口）
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嬉々として賞状を受け取る局長の浅野

 

　「なぁに、大丈夫だ、緊張しないで楽しんでやれ」。

　これは、僕がピアノの大会・コンクールの会場に行くとき、父が

よく言う言葉だ。もっともらしく言うが、何百人もの前で弾かなけ

、分部のこそあ「、は母方一。いながけわいなし張緊、らかいなけいばれ

ウナコルダ（左側のソフトペダルを踏むこと）忘れるんじゃないよ」

などと、分かりきったことをしつこく言う。

　どちらもそこまで励みにはなっていないし、むしろやかましいと

思ってしまう。だが、不思議なことに控室に入る時間になると不安で、

一人になるのが辛くなる。控室では、母のマシンガントークすら恋

しくなる。

　この界隈では、「舞台には魔物が棲んでいる」とよく擬せられる。

鍵盤の感触が想定外だったり、緊張のあまり頭が真っ白になったり

するのである。魔物とは、一人で戦わなければならない。舞台上では、

自分以外は戦力外だ。

　とはいえ、演奏中は「これが終わったら何を食べようか」などと、

所詮こんなことしか考えていない。控室や舞台裏では緊張していて

も、舞台に上がってしまえば意外と大したことはない。

　僕は、自身がピアノを通して本番に強くなることができた。チャ

ンスが一度しかない中で、最高のパフォーマンスを発揮する能力は

全てにおいて必要不可欠なのは誰もが知っている。しかし、それを

持っている人は決して多くない。ピアノで培ったこの長所を大切に、

今後も生きていきたい。（井口）

  
 

１．人間の要である体の部位。

３．尾崎放哉の代表作。「〇〇をしても一人」。★

５．英語では「frame」と言う。

６．１２月にお寺で行われる大掃除のようなも

　の。〇〇払い。★

７．北海道では寒さ対策で二重になっている。

８．北海道にある昆布が有名な〇〇○島。

９．世界一の富豪である〇〇〇〇・マスク。★

×

　このコーナーでは、局員
や自身の体験や見聞を通し
て思ったこと、考えたこと
を、「そこはかとなく」書い
た「エッセイ」を紹介して
いきます。

並べ替えて答えを導け！

《ヨコのカギ》

　★がついているカギは、こ
の館報の中に答えのワードが
あります。解答がわかったら
ぜひ図書館の解答BOX前まで
お越しください。毎回解答し
ていると良い事があるかも…

～テクノロジーが予測する未来～ 守屋英一 著 / 文春新書


